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■取扱説明書の表記方法 

●商標・略称について 
・ENERGY STAR は、米国の登録商標です。 

・Microsoft Windows は、米国マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。 

・Microsoft® Windows95® Operating Sysytem (以下 Windows95) 

・Microsoft® Windows98® Operating Sysytem (以下 Windows98) 

・Microsoft® Windows® Millennium Edition Operating Sysytem (以下 WindowsMe) 

・Microsoft® WindowsNT®4.0 Operating Sysytem (以下 WindowsNT4.0) 

・Microsoft® Windows®2000 Operating Sysytem (以下 Windows2000) 

・Microsoft® Windows®XP Operating Sysytem (以下 WindowsXP) 

・Microsoft® Windows Server® 2003 Operating Sysytem (以下 Windows Server2003) 

・Microsoft® Windows Vista® Operating Sysytem (以下 WindowsVista) 

・Microsoft® Windows Server®2008 Operating Sysytem (以下 Windows Server2008) 

・その他記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

 



I 

はじめに 
このたびは、日立プリンタをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本取扱説明書は、プリンタの取り付

け方法や正しい操作方法などについて説明したものです。 

ご使用いただく前に、必ず最後までお読みください。 

 

■重要なお知らせ  

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

・ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容について万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い求め先へご一報くださ

いますようお願いいたします。 

・ 本製品を運用した結果については前項にかかわらず責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

■規制、対策などについて  

● 電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。この装置を接続したパーソナルコンピュータ（クラス B 正規装置）は、

クラス A 情報技術装置になります。取り扱いには特にご注意ください。 

●電源の瞬時電圧低下対策について 

落雷等による電源の瞬時電圧低下対策に対して不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策と

しては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。（社団法人 電子情報技術産業協会のパ

ーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示） 

●ENERGYSTAR®について 

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラムの

対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 

『国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化推進のため

の国際プログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開

発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により参加することができる任意制度となっています。

対象となる製品はコンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等のオフィス機器で、それぞ

れの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加国間で統一されています。』 

●高調波ガイドライン適合について 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立正-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値（1 相

当たりの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標値レベルに適合して設

計・製造した製品です。 

●輸出管理規制について 

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規制等外国の輸出関

連法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、お問い合わせ先にお問い合わ

せください。 

●保守用部品について 

本プリンタの保守用部品の保有期間は製造打ち切り後 5 年です。 

 
(C) Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved． 



II 

プリンタを安全にお使いいただくために 

 
 

● 安全に関する共通的な注意について 

次に述べられている安全上の説明をよく読み、十分理解してください。 

・操作は、このマニュアル内の指示、手順に従って行ってください。 

・装置やマニュアルに表示されている注意事項は必ず守ってください。 

これを怠ると、けが、火災や装置の破損を引き起こすおそれがあります。 

 

●シンボルについて 

安全に関する注意事項は、次に示す見出しによって表示されます。これは安全注意シンボルと 

「警告」および「注意」という見出し語を組み合わせたものです。 

 

 
これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に

注意を喚起するために用います。起こりうる傷害または死を回避するため

にこのシンボルのあとに続く安全に関するメッセージに従ってください。

 警告 これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の

存在を示すのに用います 

 注意 これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜

在的な危険の存在を示すのに用います。 

注意 これは、装置の重大な損害、または周囲の財物の損害を引き起こすおそれ

のある潜在的な危険の存在を示すのに用います。 

 

 
【表記例 1】感電注意 

△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」など

の注意事項の絵が描かれています。 

 
【表記例 2】分解禁止 

の図記号は行ってはいけないことを示し、 中に「分解禁止」などの禁止

事項の絵が描かれています。 

 
【表記例 3】電源プラグをコンセントから抜け 

●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコン

セントから抜け」などの強制事項の絵が描かれています。 

 

● 操作や動作は 

マニュアルに記載されている以外の操作や動作は行わないでください。 

装置について何か問題がある場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いたあと、お

買い求め先にご連絡いただくか、保守員をお呼びください。 

● 自分自身でもご注意を 

装置やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものです。それでも、予測を越

えた事態が起こることが考えられます。操作に当たっては、指示に従うだけでなく、常に自分自

身でも注意するようにしてください。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

警告 

 

 

異常な熱さ、煙、異常音、異臭 
万一異常が発生した場合は、電源スイッ
チを OFF にし、電源プラグをコンセント
から抜いてください。そのまま使用する
と、感電、火災の原因になります。また、
すぐに電源プラグを抜けるように、コン
セントの周りには物を置かないでくだ
さい。 
 

 

ケースカバーの取り外し 
ケースカバーを取り外さないでくださ
い。内部に高電圧の部分があり、触れる
と感電の原因になります。 
 

 

アース線の接続 
感電防止のために、アース付きのコンセ
ントに接続してください。接続しないと
感電するおそれがあります。 
・ コンセントのＮ線がアースに接続さ

れていることを確認の上接続してく
ださい。 

・ アース線は専門業者の施工したコン
セントのアース端子に接続してくだ
さい。 
 

 

プリンタ内部への異物の混入 
通気孔などから内部にクリップや虫ピ
ンなどの金属類や燃えやすい物などを
入れないでください。そのまま使用する
と、感電や火災の原因になります。 
 

 

電源コードの扱い 
電源コードは必ず付属のものを使用し、
次のことに注意して取り扱ってくださ
い。取り扱いを誤ると、電源コードの銅
線が露出したりショートや一部断線で、
過熱して感電や火災の原因になります。
・ものを載せない 
・引っ張らない 
・押しつけない 
・折り曲げない 
・加工しない 
・熱器具のそばで使わない 
・束ねない 

 
 
 

 

プリンタの上に物を置く 
花びん、植木鉢など水の入った容器や虫
ピン、クリップなどの小さな金属物を置
かないでください。内部に入った場合、
そのまま使用すると、感電や発煙、発火
の原因になります。 
 
電源プラグの抜き差し 
・電源プラグをコンセントに差し込むと

き、または抜くときは必ず電源プラグ
を持って行ってください。電源コード
部分を引っ張るとコードの一部が断
線してその部分が過熱し、火災の原因
になります。 

・休暇や旅行などで長期間ご使用になら
ないときは、電源プラグをコンセント
から抜いてください。使用していない
ときも通電しているため、万一、部品
破損時には火災の原因になります。 

・電源プラグをコンセントから抜き差し
するときは、乾いた手で行ってくださ
い。濡れた手で行うと感電の原因にな
ります。 

 
電源プラグの接触不良やトラッキング 
電源プラグは次のようにしないと、トラ
ッキングの発生や接触不良で加熱し、火
災の原因になります。 
・電源プラグは根本までしっかり差し
込んでください。 

・電源プラグは、ほこりや水滴が付着し
ていないことを確認し、差し込んでく
ださい。付着している場合は、乾いた
布なので拭き取ってから、差し込んで
ください。 

・グラグラしないコンセントを使って
ください。 

 
落下などによる衝撃 
落下させたり、ぶつけるなど衝撃を与え
ないでください。そのまま使用すると、
火災の原因になります。 
 
使用する電源 
使用できる電源は交流１００Ｖです。 
それ以外では使用しないでください。電
圧の大きさに従って内部が破損したり
加熱・劣化して感電や火災の原因になり
ます。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

警告 
 

 

修理・改造・分解  
本書の指示に従って行うオプションな
どの増設作業を除いては、自分で修理や
改造・分解をしないでください。火災や
感電、やけどの原因になります。  
特に電源ユニット内部は高電圧部が数
多くあり、万一さわると危険です。 
 

 

日本国外での使用 
本プリンタは日本国内専用です。電圧の
違いや環境の違いにより国外で使用する
と火災や感電の原因になります。また他
国には独自の安全規格が定められてお
り、本プリンタは適合していません。 
 

 

タコ足配線 
同じコンセントに多数の電源プラグを
接続するタコ足配線はしないでくださ
い。コードやコンセントが過熱し、火災
の原因になるとともに、電力使用量オー
バーでブレーカーが落ち、ほかの機器に
も影響を及ぼします。 
 

 

温度差のある場所への移動 
移動する場所間で温度差が大きい場合
は、表面や内部に結露することがありま
す。結露した状態で使用すると、発煙、
発火や感電の原因となります。使用する
場所で、数時間そのまま放置してからご
使用ください。 
 

 

湿気やほこりの多い場所での使用 
浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機な
ど、水を使用する場所の近傍、湿気の多
い地下室、水泳プールの近傍やほこりの
多い場所では使用しないでください。電
気絶縁の低下によって火災や感電の原
因になります。 
 
 

 

通気孔 
通気孔は内部の温度上昇を防ぐもので
す。物を置いたり立てかけたりして通気
孔をふさがないでください。 
内部の温度が上昇し、発煙、発火や故障
の原因になります。 
 

揮発性液体の近くでの使用  
マニキュア、ペディキュアや除光液など
揮発性の液体は、プリンタの近くで使わ
ないでください。プリンタの中に入って
引火すると火災の原因になります。 
 
オプションの接続  
オプション接続するときは、電源プラグ
をコンセントから抜き、すべてのケーブ
ル類をプリンタから外してください。ま
た、マニュアルの説明に従い、マニュア
ルで使用できることが明記されたオプ
ションを使用してください。それ以外の
オプションを使用すると、接続仕様の違
いによる故障から発煙、発火、火災や故
障の原因になります。 
 
ポリ袋の取扱い 
ポリ袋をかぶったりすると窒息するお
それがあります。特に小さなお子様のい
る所では、取り出したらすぐにお子様の
手の届かない所へかたづけてください。
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意 
 

 

プリンタ内部品への接触 
使用直後のプリンタの印字機構部は、高
温になっています。冷めるまで待ってく
ださい。触れるとやけどの原因になりま
す。 
 

 

アルミ電解コンデンサーについて 
このプリンタに使用されているアルミ
電解コンデンサーは有寿命部品です。設
計寿命は、月２００時間使用で約５年で
す。寿命になると、電解液の漏れや枯渇
が生じます。特に電源ユニットでの電解
液漏れは、発煙の原因になることがあり
ます。これらの危険を避けるために、設
計寿命を越えて使用する場合は、有寿命
部品単位で交換してください。また、業
務用など昼夜連続運転相当では５年よ
り寿命は短くなります。 
 

 

金属などの端面への接触 
移動するなどで鉄板やプラスチックな
どの端面に触れる必要がある場合は、注
意して触れてください。けがをするおそ
れがあります。 
 

 

不安定な場所での使用 
傾いたところや狭い場所など不安定な
場所には置かないでください。印刷中の
プリンタは強い振動を発生するため、落
ちたり倒れたりして、けがをするおそれ
があります。 
また、トップカバーをあけて消耗品の交
換などを行っている時に、トップカバー
が閉じてけがをするおそれがあります。
 

 

目的以外での使用 
踏み台など目的以外に使用しないでく
ださい。壊れたり倒れたりして、けがや
故障の原因になります。 
 

 

ケーブルの接続 
ケーブルは足などに引っかけないよう
に、配線してください。足をひっかける
と、けがをするおそれがあります。 
 
 
 

接続端子への接触  
ネットワークケーブルのコネクタなど
の接続端子に手や金属で触れたり、針金
などの異物を挿入したりしないでくだ
さい。金属片のある場所に置かないでく
ださい。発煙したり、接触不良などによ
り故障の原因になります。 
 
プリンタの移動 
本プリンタは、本体のみで約９０ｋｇ 
あります。プリンタを移動する場合には
できるだけ専門の業者に依頼してくだ 
さい。 
・プリンタ本体を持ち上げて移動しない

でください。壊れたり倒れたり 
してけがや故障の原因となります。 

・移動する場合には必ず二人以上で移動
してください。一人で移動する  
と腰などを痛めたり、けがの原因と 
なります。 
 

リボンセパレータ 
リボンセパレータのエッジは鋭利にな 
っていますので、触れないでください。
けがをするおそれがあります。 
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プリンタを安全にお使いいただくために 注意していただきたいこと 

注意 
 

 

動作中のカバーの開閉 
プリンタのカバーは動作中に開けない
でください。けがの原因になります。 
 

 

電波障害について 
ほかのエレクトロニクス機器に隣接し
て設置した場合、お互いに悪影響を及ぼ
すことがあります。特に近くにテレビや
ラジオなどがある場合、雑音が入ること
があります。その場合は、次のようにし
てください。 
・テレビやラジオなどからできるだけ離

す 
・テレビやラジオなどのアンテナの向き

を変える 
・コンセントを別にする 
 

  

  
  
  

  

  

  

 
屋外での使用 
屋外では使用しないでください。故障の
原因になります。 
 
プリンタの廃棄 
プリンタを廃棄するときには、廃棄物管
理表（マニュフェスト）の発行が義務づ
けられています。詳しくは、お買い求め
先にご相談いただくか、各都道府県産業
廃棄物協会にお問い合わせください。廃
棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物連
合協会に用意されています。 
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警告マークについて 
この取扱説明書では、安全上の注意事項を記述した箇所に、警告表示とともにその内容を示す警告マークを配

置して、一目で分かるように配慮しています。 

使用している警告マークの意味は以下のとおりです。内容をよく理解したうえで、お読みください。 

 

 
高温による傷害の危険性について記述していることを示します。 

 
発火する危険性について記述していることを示します。 

 
触れる事によって傷害が起こる可能性について記述していることを示します。 

 

機器を分解することにより、感電などの傷害が起こる可能性について記述していることを示しま

す。 

 
一般的な禁止事項を記述していることを示します。 

 



Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 

クイックガイドの記載範囲 

 
プリンタの取扱説明書は、製品添付の CD-ROM に格納されています。 
プリンタを使用する前に、本書（クイックガイド）と合わせて、取扱説明書を必ずお読みくだ

さい。 
 
クイックガイドと取扱説明書は、記載範囲が異なりますので、ご注意ください。 
基本的なプリンタのセットアップ以外は、CD-ROM の取扱説明書をご覧ください。 
 

記載内容 クイックガイド 取扱説明書 

プリンタのセットアップ 設置の流れ 

製品の内容       2 ㌻ 

使用上のご注意     3 ㌻ 

各部の名称とはたらき  5 ㌻ 

プリンタを設置する   8 ㌻ 

電源の投入と切断   15 ㌻ 

リボンの取り付け   17 ㌻ 

 

オプションの接続  

第１章 

プリンタドライバー  第２章 

プリンタの機能と使い方 

設定モード 

操作パネルの機能      27 ㌻ 

表示パネル            36 ㌻ 

設定モード            38 ㌻ 

リボン交換モード      40 ㌻ 

書式登録モード        41 ㌻ 
 

第３章 

用紙のセットと交換 

用紙のセット 

印字用紙のセット   21 ㌻ 

 

第４章 

用紙について  第５章 

保守と点検  第６章 

プリンタ概略仕様  付録 

 
1



Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 

 製品の内容 

お使いになる前に、以下の製品がそろっていることを確認してください。 
なお、プリンタが入っていた箱や輸送用固定材は、プリンタの保管・輸送の際に必要

になりますので捨てないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  プリンタ本体 （電源コード(4ｍ) 付属） 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

保証登録書 リボン 

(１個) 

フェンス 

(PN5600 のみ) 

 

 

 

 

 

 

 
 

セットアップディスク 

(CD-ROM １枚) 

クイックガイド 

(本書 １冊) 

ローカルコレクタ 

(PN5600 のみ) 

 

 
 

  

モニター用紙 

（Y15×T11 インチ） 

  

 
・本プリンタにはプリンタケーブルは含まれていません。プリンタケーブルは、

別途用意してください。なお、不明な点については、担当営業または販売店

までお問い合わせください。 
・保証書に必要な事項が書かれていることを確認してください。 
お買い求めのときに、正しい記載のなかった保証書は無効となり、無償保証

を受けられないことがあります。 
・保証書は大切に保管してください。 
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 使用上のご注意 

このプリンタを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願いします。 
不明な点については、担当営業またはお買い上げの販売店にご相談ください。 

設置場所について 

 

 ！ ！   警告 

 

浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、

湿気の多い地下室、水泳プールの近傍やほこりの多い場所では使用しな

いでください。電気絶縁の低下によって火災や感電の原因になります。 
 

 

・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や 

 湿度が変わる場所には設置しないでください。 

 温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。 

 周囲温度:5℃～40℃ 

 周囲湿度:30%～80%（結露しないこと） 

・水平で安定した場所に設置してください。 

・通風孔をふさがないでください。 

・振動のある場所には設置しないでください。 

・落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでください。 

・ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避けてください。 

・磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近く 

 に設置しないでください。 

・紙など燃えやすいものの上に設置しないでください。 

 

 

プリンタを設置するときに必要なスペースは、右図のとおりです。十分

なスペースがないと正しい設置や操作ができません。図を参考にしてゆ

とりのある水平な設置場所を確保してください。 

 

 

単位：ｍｍ 

1
5
18
 ラインプリンター

（前面） 

830 

830 

700 700 

 

 
3



Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 

電源について 

次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。 
・電源電圧:AC100V±10% 
・電源周波数:50/60Hz,±2Hz 
 

！ ！   警告  
 

万一、プリンタから発熱・異臭・異常音が発生したら、すぐに電源を切断した上

で、保守会社へご連絡ください。 
感電や発火・発煙のおそれがあります。 
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 各部の名称とはたらき 

装置外観 

前面 

フロントドア 

ＬＡＮカバー 

セットカバー 

用紙収納部 

操作パネル 

電源スイッチ 

用紙挿入部

 
 
 
 
 
 
 
 

通風孔 

 
 
 
 
 
 
後面 
 PN5600 の場合 PN5600Pの場合

 

通風孔

 
リアドア 

ラッチレバー 

リアドア 

 
 
 
 
 
 
 

通風孔 スタッカパネル  サイドドア カールコレクタ リアフェンス 
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印字機構部の名称 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トラクタ コラムスケール 

ペーパープレスホルダ 

セットアーム 

コラムアジャスト 

ノブ 

プラテン開閉レバー 

ＦＴレバー 

ラインカウンタ センタペーパーガイド 
 

 

 
トラクタロックレバー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インデックススケール 

マニュアルフィードノブ 

リボンフィードノブ 

リボンカセット 
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印字機構部のはたらき 

 
名  称 機    能 
インデックススケール 印字用紙を取り付けるとき、印字開始位置を合わせる

ために使用します。 

トラクタおよびトラクタ 

ロックレバー 

用紙幅や印字桁位置合わせをするときに使用します。 

トラクタロックレバーをつまむとロックが外れてトラ

クタを左右に移動することができます。レバーを離す

とロック状態になります。 

マニュアルフィードノブ 用紙を手動で送るために使用します。 

プラテン開閉レバー 

 
開…用紙、リボンの交換 

全開…用紙ジャムの修復 

リボン、用紙走行路の 

清掃 

リボンセパレータ点検 

用紙やリボンの交換を容易にするため紙送り部を開閉

します。レバーを後に押すと「開」の状態になります。

さらにレバーを右に押しながら後ろに押すと「全開」

状態になります。(用紙ジャムの修復、リボン、用紙走

行路の清掃作業およびリボンセパレータの点検の時だ

け「全開」の状態にします。この場合以外では「全開」

の状態にしないでください。「全開」にすると印字用紙

の印字開始位置がずれてしまいます。) 

コラムアジャストノブ 水平方向の用紙位置を微調整する場合に用います。 

調整範囲は約５ｍｍです。 

コラムスケール 水平方向の印字位置を合わせるときに使用します。 

 

ＦＴレバー 用紙の厚さに応じて印字ヘッドとプラテン間の隙間を 

調整するときに使用します。 

リボンフィードノブ このノブを時計方向に回すことによりリボンを手動で 

走行させることができます。 

ペーパプレスホルダ リボンカセットを交換するときに開閉します。 

 

セットアーム リボンカセットを交換するときに使用します。 

 

ラインカウンタ（6桁） プリンタで印字したライン数を 2,400 ドットライン 

単位で表示します。 

センタペーパーガイド 用紙のたるみをおさえるため、トラクタ間のほぼ中心 

に設置して使用します。 

ラッチレバー 

（PN5600P の場合） 

用紙の長さに応じてフロントフェンス、リアフェンス 

の位置を変えるときに使用します。 

 

 

 

 

 

ラッチレバー 
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 プリンタを設置する 

プリンタが届いたら、箱から出して輸送用梱包材を取り外し、フェンスを取り付けて 
パソコンや電源と接続します。 

輸送用テープの取り外し 

輸送中の振動などからプリンタを保護するため、輸送用テープが取り付けられていま

す。プリンタを使用する前に、必ず取り外してください。 
 

セットカバー 

リアドア 

輸送用テープ 

サイドドア 

(PN5600 の場合) 

輸送用テープ 

輸送用テープ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリンタを輸送 
する場合や保管する場合に使用してください。 

 

 

！ ！   警告  

 

ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそれがあります。特に小さなお子様のいる

所では、取り出したらすぐにお子様の手の届かない所へかたづけてください。 
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添付品の取り出し 

フロントドアを開け、輸送用テープをはがして添付品およびモニター用紙（Y15×T11
インチ）を取り出します。 
「２ページ 製品の内容」に記載されている構成品が、全てそろっていることを確認して 
ください。 

 
 

モニター用紙 

輸送用テープ 

添付品 
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プリンタの固定 

スパナまたはモンキーレンチを用いて４個所のレベリングボルトを均等に下げ、 
キャスタが床面より１～２ｍｍ離れるように固定してください。 
 

レベリングボルト（４ヶ所） 

キャスタ 

床面 
レベリングボルト 

１
～
２

ｍ
ｍ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

留意事項 
・プリンタを固定後、装置が水平になっていることを確認してください。 
・レベリングボルトが４個とも床に接触していることを確認してください。 
・プリンタは平らな床上に設置してください。キャスタにケーブル類または 
その他のものがはさまれていないことを確認してください。 
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フェンスの取り付け 

 

PC-PN5600P の場合、本作業は必要ありません。 
添付 CD-ROM 取扱説明書「第４章 パワースタッカ部のセットと用紙 
折りたたみ」を参照して、パワースタッカのセットを行ってください。 

 

使用する用紙の頁長にあわせて、リアフェンスとカールコレクタを指定の位置にセット 
してください。 

 

用紙長 リアフェンス カールコレクタ

8インチ以下 8 

9 インチ 9 
9 以下 

10 インチ 10 

11 インチ 11 

12 インチ 12 

10～12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアドア 

リアフェンス用 

目盛り 

カールコレクタ 
用目盛り 

カールコレクタ リアフェンス 

 

留意事項 
(折り目が谷) ・用紙の折りたたみをスムーズに行い用紙ジャムを 

防止するため、用紙の先頭頁を右図のようにセット 

してください。 

(折り目が山)

 
 ・カ－ルコレクタ上に堆積した用紙が折り目部で 

  カールしているときは、右図のように手で押しつけて 

  平らにしてください。 

  500 ページごとに 1 回押しつけることをお勧めします。 

・用紙はジョブごとにカールコレクタから取り去り、積み 

  過ぎないようにしてください 
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パソコンとの接続 

このプリンタは、IEEE1284 準拠のパラレルインタフェースを備えています。 
プリンタケーブルは純正品(オプション:HT-4996-66E)をご利用ください。 
 
 
 

 
！ ！   警告 

プリンタケーブルを抜き差しするときは、必ずパソコンと本プリンタの電源を 
切り、電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってください。感電の原因 
となります。 

 

！ ！   警告 
 

 

プリンタケーブルの接続は間違いがないようにしてください。 
誤った接続状態で使用すると、プリンタ本体およびパソコン本体が故障する 
原因となることがあります。 
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Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 
 
プリンタの電源スイッチが 「○」側に倒れていることを確認してください。 
 

ＬＡＮカバー取り付けネジを外して、 

ＬＡＮカバーを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

Ｉ／Ｆホールマスク取り付けネジを外し、Ｉ／Ｆホールマスクを取り外してください。 

プリンタ底面からプリンタケーブルを引き込んで、セントロコネクタにプリンタケーブルの 

コネクタを接続してください。 

プリンタケーブルをケーブルクランプで固定（１箇所）してください。 

Ｉ／Ｆホールマスクを元の位置に戻し、Ｉ／Ｆホールマスク取り付けネジで取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＡＮカバーを元の位置へ戻し、ＬＡＮカバー取り付けネジで取り付けてください。 

 

 

 

 

Ｉ／Ｆホールマスク取り付けネジ 

Ｉ／Ｆホールマスク 

プリンタケーブル 

セントロコネクタ 

ケーブルクランプ 

ＬＡＮカバー 

ＬＡＮカバー 

取り付けネジ 

オプションのＬＡＮアダプタの取り付け方法については、製品添付 
CD-ROM 取扱説明書「第１章 オプションの取付」を参照してください。 

 

 

 
13



Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 

電源コードの接続 

 

 ！ ！   警告 

・表示された電源電圧以外のコンセントは使用しないでください。また、タコ足 
配線をしないでください。火災・感電のおそれがあります。 

・必ずアース付きのコンセントを使用してください。 
アース接続を行わないで、万一漏電した場合、火災・感電の恐れがあります。

なお、アース接続出来ない場合は、販売会社または保守会社にご相談くださ

い。 
・上位装置または他の機器のサービスコンセントは使用しないでください。 

装置の故障や火災の原因となります。 
・電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 
・電源コードは、必ず付属のものを使用してください。 

 

 

本プリンタ（PC-PN5600、PC-PN5600P）は、通常の２極電源とは異なりますの

で、別途電源工事が必要です。電源コードは、３極引掛け型となりますので、

対応する電源設備（アメリカン電気製３極引掛け型 差込コンセント 3320（埋

込）または、3321（露出））をご利用ください。 
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 電源の投入と切断 

プリンタの電源の入れかたと切りかたについて説明します。 
 

 

 
！ ！   注意 

購入後初めてプリンタに電源を入れるときは、次の点を確認してください。 
・輸送用テープが取り外してあること。 
・電源コンセントの電源電圧が 100V,30A 周波数が 50 または 60Hz であること。 

 

 

 
！ ！   警告 

・電源の切断は、緊急の場合を除いて必ず電源スイッチで行ってください。 
電源プラグを電源コンセントから抜いて電源を切ると、プリンタ内の回路を 
傷めたり、印字データを壊したりする場合があります。 

・印字ハンマが動いているときは、電源を切らないでください。 
・電源を切ったあと、再び電源を入れる場合は５秒以上待ってください。 
５秒以内に電源を入れると、電源を入れることができない場合があります。 
電源が入らなくなった場合は、一度切ったあと、３０秒以上たってから入れ 
なおしてください。 

 

電源を投入する 

プリンタ左側面の電源スイッチにより、電源のオン、オフを行います。 
 
 
 

 

 

 

 

エラー 
データ 

電源 

選択 実行 リセット 改行 後退 

準備完 改頁 前進 

高速 
高濃度 

通常 
高品位 

メニュー ホールド 

メッセージ表示部 

印字モード 

フロントドア右上にある電源スイッチをオンにしてください。 
（「｜」側に倒します。）操作パネルの電源ランプと準備完 
ランプが点灯し、メッセージ表示部に“ジコシンダンチュウ” 
と表示します。自己診断が終了し、プリンタが使用できる 
状態になります。電源が入らない場合、または操作パネル 
の表示部にエラーメッセージが表示された場合は、取扱 
説明書の「第 6 章 保守と点検」 を参照してください。 
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電源を切断する 

印字が終了していることを確認してください。 
フロントドア右上にある電源スイッチをオフにしてください。 
（「○」側に倒します。） 
操作パネルの電源ランプが消灯します。 
 

 

注意  

 

プリンタの印刷動作中に電源をオフしないでください。 

また、電源オフ後に電源をオンにする場合は、5秒以上経ってからにして 

ください。 

 

 
電源オフ直後、操作パネルのメッセージ表示部に一瞬“POWER ALARM”等の 

エラーメッセージが表示される場合がありますが、機器には異常ありません。 
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 リボンの取り付け 

リボンの取り付けは、次の手順で行います。 

1 リボンカセットを準備する 

リボンカセットを箱から取り出し、次の手順で、リボンカセットをプリンタにセットするため

の準備を行います。 

 

①リボンカセットカバーを開け、②紙ケースを取り出します。 

 

①リボンカセットカバー 

②紙ケース 
 

紙ケースは必ず取り外してください。リボンジャムの原因となります。 
 
 
 
③左右のガイドアームを矢印方向に開き、④フックにきちんとリボンが通っていることを 

確認します。 

 

 

③ガイドアーム 
④フック 

④フック 
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⑤ローラークローズボタンを矢印方向に押して、ローラーを閉じ、▼マークまで⑥メビウスを 

移動させます。⑦リボンフィードノブを時計回りに回転させ、リボンのたるみを取ります。 

リボンカセットカバーを閉じて、プリンタにリボンカセットをセットする準備は終了です。 

 

▼マーク 

⑦リボンフィードノブ 

⑥メビウス 

⑤ローラークローズボタン 

新品リボンをセットしたときのメビウスの位置はリボンカセットの右側と 
なりますが、メビウスは印字動作に伴ってリボンが周回されることで徐々 
に左側へ移動し、やがて自動的に左側まで完全に移動します。 

 

2 プリンタの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 セットカバーを開く 

4 プラテン開閉レバーを後ろへ押して「開」の位置まで紙送り部を開けてください 
 

セットカバー  
 
 
 
 プラテン開閉レバー 
 
 
 

5 ペーパプレスホルダを開く 

ペーパープレスホルダを矢印方向に開いてください。 
 

ペーパープレスホルダ  
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6 リボンのたるみを取る 

リボンフィードノブを時計回りに回し、リボンのたるみを取ってください。 

 

リボンフィードノブ  

 

 

 

 

 

7 リボンカセットの左右両側にある突起を矢印のように溝に入れてセットする 

 
 
 
 
 
 
 

8 リボンカセットをロックする 

リボンカセットをカチッとロックするまで手前に引いてください。   マークが左右とも隠れ

ていることを確認してください。 

突起 

溝 
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9 リボンが印字ヘッドとリボンセパレータ（穴のあいている薄い金属板）の間に入っている 

ことを確認する 

リボンセパレータ

リボン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

リボンセパレータのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。 
けがをするおそれがあります。 

 

10 ペーパープレスホルダを閉じる 

11 プラテン開閉レバーを手前に引いて、紙送り部を閉じる 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

12 両手でセットカバーを閉める 
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 印字用紙のセット 

この節では、プリンタに用紙をセットし、用紙の種類とＴＯＦ位置を合せる方法について

説明します。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 
準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

2 セットカバーを開け、プラテン開閉レバーを用紙セット可能位置に移動する 

セットカバーを開け、プラテン開閉レバーを「開」の位置まで押して、紙送り部を 

開けてください。 

 
 
 
 

 

 

 
 

用紙をセットす

しないでくださ

「全開」にする

い場合がありま

 

3 トラクタカバーをオープンす

左右のトラクタカバーを開い
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セットカバー 

プラテン開閉レバー 

る場合には、プラテン開閉レバーを「全開」の状態には

い。 
と用紙の先端位置にずれが生じたり、用紙が入いりにく

す。 

る 

てください。 
  

トラクタカバー 
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4 フロントドアを開け、用紙収納部に用紙を置く 

フロントドアを開けてください。用紙を箱から出し、用紙が斜めにならないように用紙収納

部に正しく置いてください。 
  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
用紙を箱に入れたまま用紙収納部に置くと、印字品質の低下や用紙ジャムの原因 
となりますので、必ず箱から出して用紙をセットしてください。 
 

5 用紙を挿入する 

 用紙の先端を用紙挿入部から挿入し、用紙がトラクタに届くまで押し上げて 

ください。 

 
 用紙の挿入部 
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6 用紙を引き上げる 

トラクタ部まで押し上げた用紙を、セットしやすい位置まで引き上げます。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

7 用紙を取り付けてト

トラクタロックレバー

用紙両端の送り穴

トラクタカバーを閉

センタペーパーガ

 

トラクタ 
カバー 

トラクタ

ロックレ
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ラクタカバーを閉める 
をつまみながらトラクタを左右に動かして用紙の幅に合わせ、 

を左右のトラクタのピンに合わせて用紙を取り付けて、左右の 

じてください。 

イドはトラクタ間のほぼ中心にセットします。 

 

トラクタ 
カバー 

トラクタ 
ロックレバー 

センタペーパーガイド 

 
バー 
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8 用紙の位置を調整する 
   左右のトラクタロックレバーをつまみながら用紙を左右に動かし、コラムスケールで印字 
   位置を確認して用紙位置を調整してください。ロックレバーをはなすとトラクタが固定され 

ます。 
このとき、用紙を強く張りすぎたり、ゆるめすぎたりすると、用紙ジャムの原因となりますの

で、注意してください。 
 
 
 
 
 
 

 

 

注意 
 

 

 

 

・ センタペーパーガイドは左右のトラクタの中止にセットしてください。 
中止から外れてセットすると印字品質が低下します。 

 

 
 

・ 用紙はトラクタと平行になるようにセットしてください。 
・ コラムスケールの目盛り 1～136 の間で印刷できます。 
・ 左側のトラクタは、コラムスケール目盛り 7 のところまで動かせます。 
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9 用紙収納部の用紙の位置を、トラクタにセットした用紙の位置に合せる 

    用紙が斜めになったり、極端に後ろにセットすると印刷時に用紙に負荷がかかり 

   用紙ジャムの原因となります。用紙は、用紙収納部に正しくセットしてください。 

     

 
 

 

 

 

10  ＦＴレバーの位置を設定する 

     ＦＴレバーで印字ヘッド部の用紙が通る隙間を調整します。 

下表を参照して、用紙厚調整レバーを 適な位置に設定してください。 

 

ＦＴレバー設定の目安 

印字用紙の種類 
ＦＴレバー 

設定位置 

40～70 kg 1～2 
1P 

90～110 kg 2～3 

2P 30～45 kg 1～2 

3P 30～34 kg 2～3 

4P 30～34 kg 3～4 

5P 30～34 kg 3～5 

6P 30～34 kg 4～6 

7P 30～34 kg 4～6 

8P 30～34 kg 5～7 

  6～8P は高濃度印字で使用してください。 

 

 

 

・印刷時にリボンがばたつく場合は用紙厚みに対して印字ヘッドと 
用紙クリアランスが狭いため、リボンがばたつかない位置まで 
ＦＴレバーの設定位置を大きくしてください。 

・ＦＴレバーは用紙の厚さに対して適切な位置に設定してください。 
不適切なＦＴレバー設定位置でのご使用を続けられますと、用紙 
ジャムやリボン破れなどのトラブルの他、印字ズレや印字汚れなど 
印字品質低下の原因となります。 

 

 

注意 

ＦＴレバー 
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11 印字開始位置を合わせる 

    マニュアルフィードノブを回しながら、インデックススケールの適切な目盛りに用紙の

TOF 位置を合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
用紙の長さが６インチと７インチのインデックススケールは、トラクタドア上に 
表示されていますので、トラクタドアを目安としてください。 

 

  
 

 
用紙の長さが６インチと７インチのインデックススケールは、トラクタドア上に 
表示されていますので、トラクタドアを目安としてください。 
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操作パネルの機能 

操作パネルには、プリンタの状態を示すパネルランプとメッセージ表示部、プリンタの 
機能や状態を切り替える操作スイッチがあります。 

 

 

操作パネル 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

エラー 
データ 

電源 

選択 実行 リセット 改行 後退 

準備完 改頁 前進 

高速 
高濃度 

通常 
高品位 

メニュー ホールド 

メッセージ表示部 

印字モード 
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操作パネルのスイッチとランプ 

パネルランプは、点灯、消灯、点滅でプリンタの状態を表しています。 
また、操作スイッチを押すことで、プリンタの状態や機能が選択できます。 
ランプが示す状態表示と各操作スイッチの機能は次の通りです。 

 
スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 機           能 

   電源 電源ランプ（緑） － 電源が入っているとき点灯します。 

   エラー エラーランプ（赤） － プリンタに障害が発生したとき点灯します。 

   データ データランプ（緑） 準備完 プリンタ内部に印字データがあるとき点灯し

ます。 

準備完スイッチ 準備完 

（除ホールド） 

準備未完 

準備完と準備未完の切り替えをします。この

スイッチを押すたびに準備完状態と準備未

完状態が交互に切り替わります。 

印字中に用紙切れとなった場合、準備完ス

イッチを押すとオーバーライド機能（１行分の

データの印字、改行を行う）が働きます。準

備未完・ホールド時、準備完スイッチ押下に

より準備完・ホールドへ移行します。準備未

完へ移行する際、外字登録、ダウンロード、

文字、頁長、ＴＯＦ位置、改行量、現在までの

改行数を除き初期化します。 

 

 

 

準備完ランプ（緑） － プリンタが準備完状態（上位装置からの印字

データを印字できる状態）のとき点灯します。

準備未完状態（上位状態からの印字データ

を印字できない状態）のときは消灯します。 

準備完 

 

 

 

改頁スイッチ 準備完・ 

ホールド 

準備未完 

 

次のＴＯＦ位置まで用紙を送ります。 

 

 

 

改行スイッチ 準備完・ 

ホールド 

準備未完 

 

用紙を 1 行分送ります。押し続けると、１行ず

つ連続して紙送りを行います。 

 

 

 

前進スイッチ 準備完・ 

ホールド 

準備未完 

 

用紙を1／90インチ（約0.28mm）上に送りま

す。押し続けると、1／90 インチずつ連続して

紙送りを行います。 

改頁 

改行 

▲ 
前進 

 

 

 

後退スイッチ 準備完・ 

ホールド 

準備未完 

 

用紙を1／90インチ（約0.28mm）下に送りま

す。押し続けると、1／90 インチずつ連続して

紙送りを行います。 

▼ 
後退 
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スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 機           能 

ホールドスイッチ 準備完 印字データがある場合、印字を一時停止 

します。再び押すと印字を再開します。 
 

ホールド 
 

 

ホ ー ル ド ラ ン プ

（緑） 

－ ホールド中に点灯します。 

 

メニュー 

 

 

メニュースイッチ 準備未完 メニュー設定モードへ移行します。また、 

メニュー設定やテスト印字動作を終了 

します。 

 

選択 

 

 

選択スイッチ 準備未完 このスイッチを 3 秒以上押すと書式選択 
モードへ移行します。また、メニュー設定時 
に設定モードや設定項目を選択します。 
 

 

実行 

 

 

 

実行スイッチ 準備完・ 

ホールド 

準備未完 

このスイッチを 3 秒以上押すとブザーを 0.5
秒鳴動させ、現在の印字ヘッド位置が、ペー

ジ先頭行に設定されます。また、メニュー設

定時に設定値の登録やテスト印字を実行し

ます。 
 

リセット 

 

リセットスイッチ 準備未完 

（エラー状態） 

リセット可能エラーを解除します。 

また、ブザーを停止します。 

 

 

印字モードスイッチ 準備未完 印字モードを通常→高品位→高速→通常・

高濃度→高品位・高濃度→高速・高濃度→

通常の順に切り替えます。 

高濃度ランプ（緑） － 高濃度モード時に点灯します。 

高速ランプ（緑） － 高速モード時に点灯します。 

高品位ランプ（緑） － 高品位モード時に点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常ランプ（緑） － 通常モード時に点灯します。 

 

 

 

 

メッセージ表示部 － プリンタの状態を表示します。 

 

 

 

 

アテンションライト 

（赤） 

－ プリンタの状態を示す表示灯です。 

プリンタに障害が発生した時点灯します。

（｢第６章 エラーコードとその対応｣参照） 
下記の操作が行なわれたとき消灯します。 
・障害が除去されたとき。 

 障害要因が除去され、リセットスイッチを 

 押したとき。 

・準備完スイッチを１秒以上押したとき 

印字モード 

高濃度 

高速 

高品位 

通常 

*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 

TOF ： 「Top of Form」の略で連続帳票用紙の第１行目ことです。 
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スタッカパネル（PC-PN5600P の場合） 

スタッカパネルはパワースタッカを操作するためのパネルです。 
スタッカパネルはリアドアを開けたパワースタッカの上部にあります。 
パネルランプは、点灯、消灯でプリンタの状態を表しています。 
また、操作スイッチを押すことで、パワースタッカを操作することができます。 
ランプが示す状態表示と各操作スイッチの機能は次の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スイッチ/ 

ランプ 
名   称 

使用可能 

状態*1 機           能 

このスイッチを UP 側にすると、テーブルが上

昇します。上限検出スイッチまたは、用紙上

面を検出した場合、停止します。 

テーブルが下降している時にスイッチを

STOP にするとテーブルが停止します。 

 
 
 
 
 
 

TABLE UP/ 

STOP/DOWN 

準備完 

準備未完 

このスイッチを DOWN 側にすると、テーブル

が下降し、下限検出スイッチを検出して停止

します。 

PULLER スイッチ 準備完 

準備未完 

スイッチを押すと、印字用紙を強制的にスタ

ッカテーブルへ送り出します。プリンタ内部に

切り離した用紙が残っているときに使用しま

す。ただし、トラクタに用紙がセットされている

場合はスイッチを押さないようにしてくださ

い。用紙が引っ張られ、印字用紙の破損や

印字品質の低下を招くことがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 STACKER FULL 

ランプ 

準備完４ 

準備未完 

用紙ジャム、スタッカフルのとき点灯します。 

 
 

用紙長設定 
準備完 

準備未完 

フロントフェンスとリアフェンスの設定位置

（用紙の長さ）を表示します。 

TABLE 
UP 

DOWN

STOP

 

STACKER 

FULL 

11

 

 

 
8 9 10 11 12
 
 

 

*1 スイッチ操作ができる状態を示しています。 
PULLER
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印字モードの変更方法 

印字モードは上位装置からのデータ、印字モードスイッチ、設定モード（「印字モード」

「高速解除内設定」「高濃度」）によって変更が可能です。 
ここでは操作パネルの印字モードスイッチによる印字モードの変更方法について説明

します。なお、印字モードを印字モードスイッチのみで変更させる場合は、設定モード

の「印字モード変更契機」を「パネルノミ」に設定してください。「パネルノミ」に設定され

ている場合は、印字モードスイッチによる変更のみが有効です。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 印字モードを選択する 

印字モード スイッチを押して、印字モードを選択します。 

印字モードは、操作パネル左側のランプで状態を表しています。 

ランプは、[通 常] [高品位] [高 速] の順で切り替わり、高濃度指定の 

場合は、印字速度のランプと[高濃度]のランプ二つが点灯します。 

                

            

                 

                 

                 

                 

 

 

 

     

3 プリンタを印

準備完  スイ

表示パネルに

高濃度 

高品位 

高 速 

印字モード

高濃度 

高速 

高品位 

通常 
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字可能な状態にする 

ッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 
“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

通 常 
通常印字モード・高濃度指定の場合 
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書式登録の選択方法 

書式登録モードはプリンタに登録した複数の設定値を簡単なボタン操作で切り替える

ことができます。書式登録モードで設定した内容の切り替えはコマンドが優先されます。

プリンタドライバを使用しない環境などで、コマンドによる切り替え指示がない場合に有

効です。 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 登録した書式を選択する 

選択  スイッチを 3 秒間以上押すと現在、選択されている書式番号と用紙名称が表示 

されます。 

 前進 と 後退 スイッチを使用して、登録した１～１６の書式を選択してください。 

 実行 スイッチで選択した書式を確定した後、 メニュー スイッチ押してください。 

自己診断が開始され、選択した書式がプリンタに記憶されます。 

3 プリンタを印字可能な状態にする 

準備完  スイッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 

表示パネルに“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

 

 
書式登録モード使用せず、プリンタの各設定で使用させる場合は、書式選択 
「０」を選択してください。（工場出荷時） 

     書式の登録方法は CD-ROM 取扱説明書「第３章 書式登録モード」を参照 

     してください。 
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リボン交換警告表示のリセット方法 

本プリンタには、リボンの消耗量によりリボンの交換時期を表示する機能があります。 
リボンの交換時期になると表示パネルに「リボンヲコウカンシテクダサイ」というメッセ 
ージを表示します。リボン交換モードではリボン交換警告表示の消去およびリボンの 
消耗量をリセットすることができます。 

1 リボンを交換する 

リボンの交換方法は、ＣＤ－ＲＯＭ取扱説明書「第６章 リボンの交換」を参照してくださ

い。 

2 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

3 リボン交換モードにする 

メニュー スイッチを押して”メニューセッテイモード セッテイモード”の表示にします。 

選択 スイッチを 2 回押して、”メニューセッテイモード リボンコウカンモード”の表示にし

ます。 

4 リボン交換警告表示をリセットする 

実行 スイッチを押して、リボン交換警告表示の消去およびリボンの消耗量をリセットしま

す。 

5 プリンタを印字可能な状態にする 

メニュー スイッチを押してオフライン状態にします。 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプが点灯したことを確認してください。 

表示パネルに“プリント デキマス”と表示され、印字可能な状態となります。 

 

 
リボンの交換を行った場合は、必ず警告表示のリセットを行ってください。 
また、警告表示のリセットをリボン交換時以外のタイミングで行った場合、 
適切な交換時期をお知らせすることができませんので、ご注意ください。 
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部品交換警告表示のクリア方法 

本プリンタには、ラインカウンタにより有償交換部品の交換時期を表示する機能があり

ます。有償交換部品の交換時期になると表示パネルに交換時期を知らせるメッセージ

を表示します。交換時期を知らせるメッセージを一時的にクリアするには、次の手順で

行います。 
 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 部品交換メッセージをクリアする 

実行 スイッチと 選択 スイッチと 準備完 スイッチを同時に押すと、部品交換 

メッセージが一時的にクリアされます。 

 

 
・部品交換メッセージが表示された場合は、有償交換部品の交換が必要 
です。有償交換部品の交換は専門の保守員が行います。 
本プリンタのお買い求め先、または保守会社に依頼してください。 

・部品交換警告表示についてはＣＤ－ＲＯＭ取扱説明書「第３章 部品 
交換警告表示を参照してください。 

・「実行」「選択」「準備完」のスイッチを同時に押して、部品交換メッ 
セージを 一時的にクリアした場合、プリンタの電源をオフにした後、 
電源をオンに すると、再度部品交換メッセージが表示されます。 
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部品交換警告表示の選択方法 

本プリンタには、ラインカウンタにより有償交換部品の交換時期を表示する機能があり

ます。有償交換部品の交換時期になると表示パネルに交換時期を知らせるメッセージ

を表示します。部品交換モードを無効にすると交換時期を知らせるメッセージは表示

されなくなります。部品交換モードを無効にするには、次の手順で行います。 
 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、準備完ランプを消灯させます。 
メニュー設定が工場出荷時の場合は、電源投入時にオフライン状態になります。 

2 プリンタを保守員設定モードにする 

選択 スイッチと 準備完 スイッチを同時に 3 秒間以上押して、”ホシュメニューセッテイ 

ホシュインセッテイモード”の表示にします。 

3 部品交換モードを無効にする 

選択 スイッチを複数回押して、”ブヒンコウカンモード ユウコウ”の表示にします。 

前進 または 後退 スイッチを押して、”ブヒンコウカンモード ムコウ”の表示にし、 

実行 スイッチを押します。 

4 プリンタをオフライン状態に戻す 

メニュー スイッチを 2 回押すと、オフライン状態に戻ります。 

 

 
・部品交換メッセージが表示された場合は、有償交換部品の交換が必要 
です。有償交換部品の交換は専門の保守員が行います。 
本プリンタのお買い求め先、または保守会社に依頼してください。 

・部品交換警告表示についてはＣＤ－ＲＯＭ取扱説明書「第３章 部品 
交換警告表示」を参照してください。 
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表示パネル 
 
表示パネルには、プリンタの設定や選択されている状態、 
エラーメッセージなどが表示されます。 

 

【表示パネル部】 

   Ａ   

   Ｂ   

 

【表示内容】 
位置 表  示  内  容 表  示  例 備     考 

A プリンタ状態 ﾌﾟﾘﾝﾄﾃﾞｷﾏｽ オンライン状態 

  ｵﾌﾗｲﾝ オフライン状態 

ﾘﾎﾞﾝｦｺｳｶﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ リボンの交換時期です。 

リボンを交換してください。 

対処方法：CD-ROM 取扱説明書 

｢第６章 リボンの交換｣ 

ﾊﾝﾏｷｺｳﾌﾞ ｺｳｶﾝ 

ﾄﾗｸﾀﾎﾞﾃﾞｨ ｺｳｶﾝ 

ﾘﾎﾞﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｺｳｶﾝ 

ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ ｺｳｶﾝ 

ﾊﾟﾄﾞﾙｼｬﾌﾄ ｺｳｶﾝ 

B メッセージ 

ｼﾞｮﾃﾞﾝｷ ｺｳｶﾝ 

有償交換部品の交換時期です。 

有償交換部品の交換は専門の保守

員が行います。本プリンタのお買

い求め先、または保守会社に依頼

してください。 

対処方法：CD-ROM取扱説明書 

「第３章 部品交換警告表示」 
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メニュー設定の変更 

メニュー設定の操作方法 

1 プリンタをオフライン状態にする 

準備完 スイッチを押し、プリンタをオフライン状態にします。 
準備完ランプが消灯していることを確認してください。 

 

2 メニュー スイッチを押して“メニューセッテイ セッテイモード”の表示にします。 

3 実行 スイッチを押すと、設定項目と現在の設定値を表示します。 

選択 スイッチを押すごとに、設定項目が順番に表示されます。 

4 設定値の変更は 前進 スイッチと 後退 スイッチで行います。 

5 設定値を変更した後、実行 スイッチを押します。 

変更内容が登録されるとともに、次の設定項目が表示されます。 

登録しない場合は、 メニュー スイッチを押してください。 

“メニューセッテイ セッテイモード”表示に戻ります。 

 

6 “メニューセッテイ セッテイモード”から、オフラインに戻るときは、メニュー スイッチを 

1 回押してください。 

（設定値が変更されている場合は、プリンタのイニシャライズが行われます。） 

7 準備完 スイッチを押すと、表示が“プリント デキマス”になり、印字ができます。 
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 設定モード 

設定モードの項目 

設定モードにおいて、下記の項目を設定できます。 
設定内容は、電源をオフしても記憶されます。 

No. 項 目 設定内容 設定値 

1 改行ピッチ 改行動作時の紙送り量を設定する。 8 lpi (約 3.2mm) 
6 lpi (約 4.2mm) 
4 lpi (約 6.4mm) 
3 lpi (約 8.5mm) 

2 ページ長 改頁動作時の紙送り量を行単位で設定

する。 

1 ギョウ～99 ギョウ 

(デフォルトは 66 ギョウ)

3 印字モード 印字モードのデフォルトを設定する。 ツウジョウ 

コウヒンイ 

コウソク 

コウノウド＋ツウジョウ 

コウノウド＋コウヒンイ 

コウノウド＋コウソク 

4 高速解除内設定 文字品位選択、または漢字高速印字指

定で、高速解除が指定された場合の印字

密度を設定する。 

ツウジョウ 

コウヒンイ 

5 印字モード変更 

契機 

印字モード（通常、高品位、高速）を変更

する契機を設定する。 

パネルノミ 

＆コマンド

6 高濃度 （注２） 操作パネルの印字モードスイッチで高濃

度が選択された場合の印字動作を設定

する。 

二重：二重印字 

三重：三重印字 
四重：四重印字 

段差紙：段差紙 

段差紙二重：段差紙＋二重印字の複合 

段差紙三重：段差紙＋三重印字の複合 

段差紙四重：段差紙＋四重印字の複合 

ニジュウ 

サンジュウ 

ヨンジュウ 

ダンサシインジ 

ダンサシニジュウインジ 

ダンサシサンジュウインジ 

ダンサシヨンジュウインジ 

7 スラッシュ付きゼロ ANK ローマンフォントの数字「0」(30H)の
フォントを設定する。 

ムコウ 

ユウコウ 

8 バーコード選択 バーコードの大きさを選択する。 ツウジョウ 

シュクショウ１ 

シュクショウ２ 

9 フォント ANK の文字書体を選択する。 ローマン 

OCR‐B 
10 漢字フォント 漢字の文字書体を選択する。 

 

明朝 

ゴシック 

（注１） 下線部の設定はデフォルト値です。
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No. 項 目 設定内容 設定値 

11 立ち上がりモード 電源投入時のプリンタの状態を設定する。 ジュンビミカン 

ジュンビカン 

12 ホールド時間 ホールド状態を自動解除するまでの時間を分

単位で設定する。 

0～5 
(デフォルトは 5 分) 

13 ブザー鳴動切替 エラー時のブザー鳴動を設定する。 タンパツ

レンゾク 

ナラナイ 

14 印字方向設定 印字方向の設定を行う。 コマンド

リョウホウコウ 

カタホウコウ 

15 ＴＯＦ位置でのＦＦ TOF 位置での改頁コマンド(FF)を受信した場

合の動作を設定する。 

ムコウ

ユウコウ 

16 接続形態 プリンタの接続形態を設定する。 ＬＡＮセツゾク 

パラレルセツゾク 

（注１） 下線部の設定はデフォルト値です。 
（注２） 高濃度選択時の動作 

 
 

設定 用 途 
二重印字 同一行に二回印字を行い複写力を向上します。 

印字速度は半分になります。 

三重印字 同一行に三回印字を行い複写力を向上します。 

印字速度は 1/3 になります。 

四重印字 同一行に四回印字を行い複写力を向上します。 

印字速度は 1/4 になります。 

段差紙印字 印字速度を下げることで段差紙（下図参照）に対応します。 

印字速度は約 20％遅くなります。 

段差紙印字＋ 

二重印字 

印字速度を下げ段差紙に対応し、同一行に二回印字することで複写力を向

上します。印字速度は約 60％遅くなります。 

段差紙印字＋ 

三重印字 

印字速度を下げ段差紙に対応し、同一行に三回印字することで複写力を向

上します。印字速度は約 76％遅くなります。 

段差紙印字＋ 

四重印字 

印字速度を下げ段差紙に対応し、同一行に四回印字することで複写力を向

上します。印字速度は約 80％遅くなります。 

 

 

 
 
 
 用紙厚さが異なる用紙の例 

 
 

高濃度印字は、印字機構部の寿命に影響を与えますので、必要な時 
のみ使用されるようおすすめします。 
特に、高濃度印字で薄紙（１Ｐ等）を使用すると寿命が極端に短くなります。 
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リボン交換モード 

リボン交換モードの項目 

リボン交換を行った後、リボン交換モードで、リボン交換の警告表示をリセットします。 
 

No. 設定項目およびメッセージ表示部の表示 機能概要 

1 リボン交換モード 

 

 

 

 

実行スイッチを押下すると、リボン

交換警告表示およびリボンの消耗

量をリセットします。 

警告表示が表示されていない場合

はリボンの消耗量をリセットしま

す。 

 
ﾘ ﾎ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ﾓ - ﾄ ﾞ 

ｹ ｲ ｺ ｸ ｸ ﾘ ｱ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ 

 

 

 
リボンの交換を行った場合は、必ず警告表示のリセットを行ってください。 
また、警告表示のリセットをリボン交換時以外のタイミングで行った場合、 
適切な交換時期をお知らせすることができませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 
40



Prinfina IMPACT GX5600/GX5600P クイックガイド 
 

書式登録モード 

書式登録モードの項目 

書式登録モードでは、下記の項目を設定できます。使用する帳票にあわせて、事前に

各項目を設定することで、用紙のセットが簡単に行えます。 
設定内容は、電源をオフしても記憶されます。 
 

No. 項 目 設定内容 設定値 

1 用紙番号 書式登録する番号を選択する。 1～16 

2 用紙名称 16 文字以内で用紙名称を入力する。  

3 改行ピッチ 改行動作時の紙送り量を設定する。 8 lpi (約 3.2mm) 
6 lpi (約 4.2mm) 
4 lpi (約 6.4mm) 
3 lpi (約 8.5mm) 

4 ページ長 改頁動作時の紙送り量を行単位で設定す

る。 

1 ギョウ～99 ギョウ 

(デフォルトは 66 ギョウ)

5 印字モード 印字モードのデフォルトを設定する。 ツウジョウ 

コウヒンイ 

コウソク 

コウノウド＋ツウジョウ 

コウノウド＋コウヒンイ 

コウノウド＋コウソク 

6 高速解除内設定 文字品位選択、または漢字高速印字指定

で、高速解除が指定された場合の印字密

度を設定する。 

ツウジョウ 

コウヒンイ 

7 印字モード変更 

契機 

印字モード（通常、高品位、高速）を変更す

る契機を設定する。 
パネルノミ 

＆コマンド

8 高濃度 操作パネルの印字モードスイッチで高濃

度が選択された場合の印字動作を設定す

る。 
 

ニジュウ 

サンジュウ 

ヨンジュウ 

ダンサシインジ 

ダンサシニジュウインジ 

ダンサシサンジュウインジ 

ダンサシヨンジュウインジ 

（注１） 下線部の設定はデフォルト値です。 
 

 

 

    書式の登録方法は CD-ROM 取扱説明書「第３章 書式登録モード」を参照 

    してください。 
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IX 

 お問い合わせ先 

●プリンタの操作方法などについてのお問い合わせ 

ハイタック・カスタマ・アンサ・センタにお問い合わせください。 

製品の技術的なお問い合わせについて回答いたします。 

ただし、各言語によるユーザプログラム等の技術支援は除きます。 

また、明らかに故障であると思われる内容につきましては、販売会社、担当営業、または保守

会社にご連絡ください。 

 

ハイタック・カスタマ・アンサ・センタ 
フリーダイヤル ０１２０－２５８０－１２ 
ご利用時間 ９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 
             （土・日・祝日・弊社指定休日を除く） 

   
 
   ■コールバック方式 

受付担当者がお問い合わせ内容を承り、専用エンジニアが折り返し電話または 

メールでお答えします。 

 
●故障や保守サービスについてのお問い合わせ 

トラブルが発生した場合は、まず、取扱説明書をご確認ください。 

故障と判断される場合は、販売会社、担当営業、または保守会社にご連絡ください。 

 



ハイタック・カスタマ・アンサ・センタ　　　 0120-2580-12
ご利用時間　9:00～12:00、13:00～17:00�
( 土・日・祝日・弊社指定休日を除く )

 　　　　　　株式会社 日立製作所 �
　エンタープライズサーバ事業部

製造元

PN5600-Q004

■製品に関するお問い合わせ■

　　このマニュアルは
再生紙を使用しています。

 c Hitachi, Ltd. 2008.  All rights reserved.

〒259-1392　神奈川県秦野市堀山下1 番地
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